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●蚊柱はユスリカという蚊の一種の羽虫の大群が柱状に密集して飛ぶ現象のことです。夏の

夕方や朝方に水気のあるところによく見られます。最近はあまり見かけなくなりましたが､そ

れは子供の頃のように田んぼや川の近くに行かなくなったからなのか､それとも舗装されたと

ころが多く、雨が降ってもすぐ乾いて水たまりが出来ずらくなったからなのか､分かりません。

●蚊とユスリカはちょっと見には見分けがつきませんが、この２種類の最大の違いは吸血す

るかしないかにあります。ユスリカの蚊柱に出会っても､体にまとわりつくだけで､蚊のよう

に刺されてかゆくなることはありません。ただ運悪く目や口に飛び込んできたら厄介です。

●「蚊柱立てば雨」と言うことわざがあります。蚊類の産卵には「水」が必要なので 蚊は

雨が降りやすい気象条件を本能的に察知しているのかも知れません。「夕立の来て蚊柱を崩

しけり」これは蚊柱を崩してしまうほどの強い雨の夕立がやってきた情景を詠んだ句のよう

です。夕立で一気に日中の暑さも和らぎ、厄介な蚊柱に纏わりつかれることもなくゆっくり

と散歩ができそう。ところで今年も暑さで蚊が減り刺される回数が減ったように思います。

●カブトムシもあまり見かけなくなりました。外灯の下に早朝行けば必ずカブトムシを捕ま

えることが出来たのですが、最近は知る人ぞ知る場所に行かなければ見つけられないようで

す。幼虫の育つ腐葉土の減少や除草剤のせいかもしれません。カラスの好物のようなので喰

われてしまったのかも知れません。道を歩くと蝉やミミズや虫の亡骸に蟻が群がっています。

●夏は生物の生存競争と弱肉強食が目前で見られる季節です。また植物連鎖の頂点に立つ人

間が､人の生を支えてくれる生き物たちに感謝し鎮魂する供養と祀りの季節でもあります。夏

も終盤を迎えました。植物連鎖にはなんの関係も無い人間同士の戦争もそろそろ終焉にして

ほしいものです。
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狂言綺語…小熊出没をありのままに観る
この２，３日の間に近辺で小熊の目撃情報が立て続けにありました。いつも車で通る道とたまに散歩で歩

く道沿いで自宅から４キロ以内の場所です。ここに住んで８年になりますがこれほど近くで熊の目撃情報が
あったことは一度もありません。高原山の裾野では何度か目撃情報がありましたが、それも山の中や住宅地
から離れた場所でした。今回は住宅が点在し学校への通学路ともなっている所です。つい２ヶ月前も小熊が
山伝いに高原山の麓から私の居住地に隣接する山を通って、南の方へと山伝いに移動した様子が目撃されて
いましたが、今回も小熊とのことなので同じ個体が生活圏と隣接した山林を移動し続けていたということな
のかも知れません。ただ親熊の目撃はないので、親とはぐれてしまった小熊なのでしょう。懸命に子供を探
している母熊は凶暴です。はぐれた小熊も自分で餌を探さなければなりません。生きるためにみな必死です。
里山との境界が整備されずに放置され、雑木や雑草で棲み分け地が曖昧になってしまったことが原因なの

か、山に食料が不足しているのか、人間界に行けば食料にありつけることを学習してしまったのか、何が理
由か私には分かりませんが、少なくとも熊に遭遇する危険は遠い山の中の出来事と思っていたことは事実で
す。ところが私たち住人には現実感のなかった熊遭遇の事態が起こったのです。予想外の出来事に遭遇した
人々の反応は千差万別です。目撃した方に直接話を聞いたところ、昼間の運転中に前を素早く道路を横切っ
て山の方にかけていったその姿は黒く小さくかわいらしかったとのこと、1日遅れで目撃情報を知った人は、
知らずに道を歩いていたが、その時に襲われたらどうしてくれるんだと、市の危険周知体制を非難する電話
をかけてきました。さっそく熊鈴や熊撃退スプレーを買った人、狸か鼬と見間違えたのではないかと言う人、
朝夕の散歩を取りやめた人、何事もなかったように山に入っていく人、深夜獣のうなり声が聞こえたと知ら
せてくる人、などなど不謹慎なようですが各人の反応の違いはとても興味深いものです。実際に目撃した人
は別にして、実害もなく人づての話だけで、かくも人の態度は過剰反応から無関心まで様々になってしまう
のです。眼前に危機が迫り実害があると、逃げるか戦うか隠れるか、その時々の状況で対応の選択肢はそう
多くはないと思われますが、情報だけで自分が経験しなかったことに関しての方が人は冷静になることが出
来ないのかも知れません。そして無責任無関心無批判な意見も、ためらいなく出すことが出来るようです。
仏教では悟りへの道（安らぎの処）を歩むための実践徳目を六波羅蜜と言います。その中のひとつに「禅

定」があります。「禅定」は「禅」と「定」の合成語です。心を一つの対象に注いで、心の散乱をしずめる
のが「定」、その上で、対象を正しくはっきりとらえて考えるのが「禅」です。つまり心を一点に集中し、
雑念を退け、心を統一して静かに対象を観察し、思索して真理を悟ること、諸行無常の理をありのままに観
てありのままに行うことです。座禅によってその境地に至ることが出来ると考え修行する方法が禅宗の実践
方法です。それもひとつの方法ですがそれが悟りの道への全てではなく、人それぞれの能力と環境に応じて
心を統一してありのままに観ることに努める方法を見いだせば良いのです。私たちが社会生活の中で安らぎ
の処へと歩む実践を続けるためには、特別な修行、例えば座禅やヨガ、読経・念仏三昧などの方法は誰でも
いつでもどこでも出来るわけではありません。仏教は修行者や僧侶のためだけにあるのではなく、私たち生
活者のためにあるものです。「禅定」はありのままに観る目を養うための方法ですからあらゆる実践方法が
可能であると考えます。しかしそれを生活の中で具体的に語ることを私は今までしてきませんでした。なぜ
ならありのままに観たことはその本人だけに縁起の法則が作用する関係性だからです。人には人それぞれの
ありのままがあると言うことです。だから「ありのままに観る」を理論化一般化することは不可能なのです。
今回の小熊目撃情報の私を含めた人々の反応は千差万別でした。それは人それぞれがありのままに観たこ

との結果だったのか、それとも我見によって起こった反応だったのかを突き詰めていけば、少なくとも「あ
りのままに観る」とは、こういうことでは無い（否定）、とだけは明らかになると思われるかもしれません。
しかし「ありのままに観る」ことは事象を「空」「一如」「不二」と観ることですから、否定されたものの
後に残されたものは肯定されるべきものという考えには至らないのです。否定の中にも肯定があり、肯定の
中にも否定がある、それが無限動因（仏のはからい）によってとどまることなく行き交っていると考えるこ
とが仏教の世界の捉え方（空）です。だから私が今ここで小熊目撃情報についての千差万別の反応について
考えてみても何も結論らしき答えや有効な方策を提示することは出来ないことはご了解ください。なぜなら
その答えも、無限動因によってその瞬間の未来には無効とされる答えになっているかも知れないからです。
私は小熊目撃情報の人々の反応をありのままに観たとも我見だとも判断できません。私はそれらの判断を

無責任無関心無批判で冷静さを見失った結果の反応だと前述しましたが、それも人々が人それぞれのありの
ままに観た結果だと見ることもできるし、冷静さを欠いた状態だから心を統一して正しく対象を見る「禅
定」の状態に至っておらず我見であるとも見ることはできます。無責任無関心無批判もありのままに観たた
めのものではなかったと私は判断できないからです。それを判断することは「我見」にしか過ぎないのです。
私がこの件で唯一ありのままに観るべきことは千差万別の判断があることをそのまま受け入れてその次の瞬
間に自分が観るありのままの土台とすることです。他者との関係性の中で他者の判断をありのままに受け入
れ、それを次の自分のありのままに行うことの血肉とすること、それが他者と関係性を取り結ぶことであり
共棲していくことではないでしょうか。小熊、母熊、そしてそれに関係する人々をありのままに観ることで
小熊目撃情報も私たちの生活の中で他者との共棲の可能性の一助となると考えます。


